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伝統言語学の意味論は論理学に依存し意味を現実世界に求めるのに対して、認知言語学

では意味を人間の捉え方に求めることになっている。言語形式からでなく話し手の認知の

営み、事態を自らとの関連で主体的に意味づけするということから出発し、言語表現の主

体である人間の概念化を研究し、その言語現象の背後の原因を究明する。 

認知言語学において、言葉の意味は、認知主体と外界との相互作用に基づく概念化であ

ると規定されている。概念が言語化される過程は概念化である。概念化により形成された

概念を他者に伝える時には、何らかの形式で「話者」自身の「主体性」が伝わってくる。

言語構造を純粋な客観的構造と見なさずに、人間の持つ一般的な認知能力が何らかの形で

反映されるものと見なす。 

本研究は日本語の言語表現に見られる主体性をめぐり、人間の立場、判断、態度、物

事の捉え方などの視点から、日本語で反映されている人間の主体性について分析してみ

た。その上で、話者の身体性、言葉の多義性、概念領域の対応などの視点から、概念化の

動態性について検討してみた。また、中日言語の事態の把握について、「主観的把握」「客

観的把握」の視点から日本語と中国語を対照研究し、日本語話者の場合は、事態を主観的

に把握する傾向があるのに対して、中国語話者の場合は、事態を客観的に把握する傾向が

あることを論じていた。 

このように、言葉は認知の反映であることと、言葉は人間の認知に深く関わっている

ことを認めた上で、認知言語学では中日言語表現の違いを説明する方法、及び日本語言語

表現の背後の成因などを究明する方策を示している。主体性、概念化こそが言語の本質に

迫るという立場である。日本語の言語研究及び中日言語表現の対照研究へ、認知言語学の

理論を応用していくべきではないだろうかを探ってみた。 
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